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県議会の新しい体制が決まりました （令和6年5月16日）
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青山高原（伊賀市）

議長

議長・副議長の
ごあいさつ

副議長

　この度、私どもは、歴史ある三重県議会の第１１４代議長、第１１８代副議
長に就任いたしました。
　このうえは、二元代表制の下、県民の皆さまの代表として選ばれた議会の
使命と責務を強く自覚し、公正・公平な議会運営を行うとともに、次の３点に
注力し、三重県議会基本条例等に基づく議会活動の一層の充実を図ってまい
ります。
　一つめは、議会改革のさらなる推進と交流連携の強化です。三重県議会は、
県民の皆さまが参加しやすく開かれた議会や、新しいこと困難なことに果敢
に挑戦する議会を築き上げ、県民の皆さまの満足度を高めることを目指して、
不断の改革に取り組むとともに、全国の地方議会に改革の輪を広げてきまし
た。現在、本県議会の提案等を踏まえ、全国都道府県議会議長会が「多様
な人材が輝く議会」の実現に向けて更に歩みを進めつつありますので、これに
率先して取り組んで成果を発信するなどし、交流をさらに進めます。

　二つめは、若者の政治参画、主権者教育の推進です。投票率の低下や議
員のなり手不足、性別や年齢構成の面での議会の多様性の欠如が社会的な
課題となっているなか、県民意識調査の結果等から、特に若者が議会を知り、
関心を深めていただくことが重要になっています。若年層を意識した情報発信
や、「みえ高校生県議会」での提案を県政に反映する仕組みの構築など、若
者に議会を身近に感じていただけるよう取り組みます。
　三つめは、海外との交流の推進です。人やモノ、金、情報が国や地域を超
えて世界規模で結びついている今日、急速に進む人口減少下で地域社会や経
済を維持するためのさまざまな課題の解決には国際的な視点・取り組みも重
要です。これまで、本県議会が構築してきた海外とのネットワークを生かし、
未来を見据えた交流連携の強化に取り組みます。
　県民の皆さまにおかれましては、引き続き三重県議会にご支援とご協力を
賜りますよう心よりお願い申し上げます。稲垣 昭義

いな  がき あき よし

小林 正人
こ  ばやし まさ  と

総務地域連携交通常任委員会
　行財政の運営、デジタル社会の形成、地域振興の推進、交通政策、スポーツの振興、県南
部地域の活性化、会計管理、監査その他行政運営の適正確保などについて、審査・調査します。

環境生活農林水産常任委員会
　生活文化行政の推進、環境保全の推進、廃棄物対策、農林水産業の振興などについて、
審査・調査します。

防災県土整備企業常任委員会
　危機管理・防災対策の推進、公共土木施設の整備・維持管理、都市計画・住宅・その他
土木行政の推進、公営企業（病院事業を除く）の運営などについて、審査・調査します。

政策企画雇用経済観光常任委員会

医療保健子ども福祉病院常任委員会
　医療・介護行政の推進、保健衛生行政の推進、子ども・青少年の育成、社会福祉・社
会保障の推進、病院事業の運営などについて、審査・調査します。

　県政の総合企画調整、国際交流、雇用対策、エネルギー政策、産業振興（農林水産業を
除く）、観光の振興などについて、審査・調査します。

教育警察常任委員会
　学校教育の充実、社会教育・文化財保護行政の推進、警察の組織・運営などについて、
審査・調査します。
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行政部門別常任委員会 ◎＝委員長、○＝副委員長
（令和6年5月17日現在）


